
第
六
十
三
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
五
十
一
条
の
三

連
合
会
の
中
途
脱
退
者
及
び
解
散
基
金
加
入
員
の
個
人
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い

第
六
十
三
条
第
二
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
五
十
一
条
の
三

加
入
員
及
び
加
入
員
で
あ
っ
た
者
（
以

下
「
加
入
員
等
」
と
い
う
。）

中
途
脱
退
者
及
び
解
散
基
金
加
入
員
（
以
下

「
中
途
脱
退
者
等
」
と
い
う
。）

加
入
員
等
の

中
途
脱
退
者
等
の

第
十
七
条
第
一
項
の
表
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
項
を
削
り
、
同
表
中 「

第
十
九
条
の
二
第

二
項

法
第
百
三
十

第
七
項

法
第
百
四
十

九
項

休
業
等
終
了

日な
ら
な
い

九
条

条
第

予
定

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金

保
険
法
第
百
三
十
九
条
第
七
項

第
百
四
十
条
第
八
項

育
児
休
業
等
終
了
予
定
日

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
被
保
険
者
が
育
児
休
業
等
終
了

予
定
日
の
前
日
ま
で
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
九
条
第
九
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
又
は
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
産
前
産
後
休
業
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
育
児
休
業

等
を
終
了
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

」
を

「
第
十
九
条
の
二
第

二
項

第
二
十
一
条
第
二

項
第
二
号

第
二
十
一
条
第
二

項
第
四
号

法
第
百
三
十
九

第
七
項

法
第
百
四
十
条

九
項

休
業
等
終
了
予

日な
ら
な
い

及
び

区
長

で
き
る
書
類

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
百
十
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
次
条
第
三
項
」
を
「
第
百
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
中
「
第
五
十
八
条
第
一
号
」
を
「
第
五
十
八
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

石
炭
鉱
業
年
金
基
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
七
章
中
第
三
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
坑
内
員
等
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
）

第
三
十
一
条
の
二

基
金
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
、
坑
内
員
及
び
坑
内
員
で
あ
つ
た
者（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
坑

内
員
等
」
と
い
う
。）の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
坑
内
員
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
保
管

し
、
又
は
使
用
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
範
囲
内
で
当
該
個
人
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
、
保
管
し
、
及
び
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
事
由
が
あ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

基
金
は
、坑
内
員
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
国
民
年
金
基
金
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
民
年
金
基
金
規
則
（
平
成
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
一
条
の
二
」
を
「
第
五
十
一
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
一
章
第
八
節
中
第
五
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
加
入
員
等
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
）

第
五
十
一
条
の
三

基
金
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
、
加
入
員
及
び
加
入
員
で
あ
っ
た
者（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
加

入
員
等
」
と
い
う
。）の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、住
所
そ
の
他
の
加
入
員
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、

保
管
し
、
又
は
使
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
範
囲
内
で
当
該
個
人
に
関
す
る
情
報
を

収
集
し
、
保
管
し
、
及
び
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
事
由
が

あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

基
金
は
、加
入
員
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

企
業
型
年
金
加
入
者
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

こ
と
。

第
二
十
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

企
業
型
年
金
加
入
者
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

こ
と
。

第
六
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

個
人
型
年
金
加
入
者
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

こ
と
。

（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
同
条
第
一
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
六
十
三
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
し
た

場
合
に
は
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
五
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
算
定
し
た
額
が
翌
事

業
年
度
に
お
け
る
掛
金
の
額
を
上
回
る
と
き
に
は
、
事
業
主
は
、
規
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
上
回
る

額
を
掛
金
と
し
て
翌
々
事
業
年
度
の
掛
金
の
額
に
追
加
し
て
拠
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
令
第
四
十
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
特
別
掛
金
額
を
計
算
し
て
い
る
場
合
は
、
翌
事
業
年
度
に
お
け

る
掛
金
の
額
に
代
え
て
、
翌
々
事
業
年
度
に
お
け
る
掛
金
の
額
又
は
同
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
特
別
掛
金
額

を
計
算
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
翌
々
事
業
年
度
に
お
け
る
掛
金
の
額
を
用
い
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第

二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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